
明日５月１９日（火）～５月２９日（金）までは、６月１日（月）からの本格的な学校再開に
向けて、学校での生活･学習リズムを取り戻すために、午前中３時間授業を行います。
長期に渡る臨時休校中は、保護者の皆様のご苦労も大変多かったことと存じま

す。この間の学習面での保護者の皆様の御協力ありがとうございました。
特に毎日の電話やメールでの状況連絡では、お忙しい中にも関わりませずご対

応いただき、大変お世話になりました。お陰で子供さんの生活や学習の様子を、
日々把握することができ、子供さんの支援の取組に生かすことができました。
さて、これから５月末までは、子供達の心と頭と体を「学校モード」に切り替える期間です。

みんなが元気で通ってくるのをとても楽しみにしています。がんばりましょう。

学校が再会しても、感染拡大防止対策は続けていく必要があります。学校では、これまでも行
ってきた対策を引き続き、次のように行ってまいります。
・家庭で検温や風邪症状を確認し、症状等が見られる場合は、自宅で療養すること。
・基本的にマスクを着用すること。
・こまめな手洗い・うがい、咳エチケットを徹底すること。
・教室等のこまめな換気を実施すること。
・教室やトイレなど児童が利用する場所のうち、特に多くの児童が手を触れ
る箇所（ドアノブ、手すり、スイッチなど）は、適宜、消毒液を使用して
清掃を行うなどして環境衛生を良好に保つこと。

・児童の席の間に可能な限り距離を確保し、対面とならないような形で教育活動を行うこと。

緊急事態宣言も解除されて、経済活動も少しずつ戻り、学校も再
開に向けて動き出しました。しかし、新型コロナウイルスとは、今
後もしばらくは共存して行かねばならないと言われています。治療
薬やワクチンがきちんと使用できるようになるのは、まだ先の事だ
といわれています。油断して、以前と同じような行動をすることで
「第２波」と言われる感染拡大になりかねません。
私達はこれから「新しい生活様式」を身につけていく必要があり

ます。子供も大人も、学校でも、家庭でも、地域でも、自分の命を
守るため、自分の大切な人の命を守るため、社会生活を維持するた
め、一人一人が意識して身につけていきましょう。学校でも子供達
に指導して参ります。「新しい生活様式」の実践例（厚生労働省）
を添付します。

感染防止の３つ基本 ①身体的距離の確保 ②マスクの着用 ③手洗い

先日、６年生の山下晴生さんのご両親が職員室にいちごを届けてくだ
さいました。昨年度は、全学年、山下さんのハウスでいちご狩りをさせ
て頂きました。本年度も行いたかったのですが、臨時休校のため実現で
きませんでした。子供達には申しわけないけど、学校を代表して（？）
先生達で頂きました。来年度は、子供達が、いちご狩りができることを
願っています。（「ずるい～」と子供達の声が聞こえてきそうです・・・・）




